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■■■
　
図書館とシティズンシップ
　
近代公共図書館は、産業社会とともに成立した新しいコミュニティから生み出された。典型的な英国に例をとれば、
このコミュニティは、新興ブルジョアジーと、土地から切り離されて生産手段を失った労働者階級とに二分されるものであった。　
ブルジョアは自助的な努力が可能な存在であったが、一方の労働者は、長時間にわたる劣悪な労働条件のもとで窮乏
した。社会不安が高まり、チャーチストたちの暴動（一八三七～四八年）も起きた。そのような状況に対して「選挙法（改正）
」（一八三二年）
、「工場法」
（一八三三、
四四、
四七年）
などが制定された。
その一連の社会政策の一つとして、
ウィ
リアム・ユーアト（
W
illiam
 Ew
art ）らが提案した「図書館法」が一八五〇年に成立した。
　
図書館を利用する読書層の出現や、先行した会員制図書館、職工図書館などの誕生もその成立の背景になってはいた。
しかし「図書館法
」は、労働運動の過激化を社会教育の面から抑制するためのもので、ブルジョア急進主義の社会改良
政策であった。ただし、図書館設置にこぎつけるには、各地域 納税者の三分の二以上の賛成を得なければならず、また財源の面では慈善家の寄付がないと実現できなかった。この法に基づき最初に設置されたのはウィンチェスターの図書館だが、
本格的なものは、
マンチェスターの図書館で、
一八五二年の開館であった
（
T
hom
as K
elly. B
ooks for the 
P
eople: A
n Illustrated H
istory of the B
ritish P
ublic Library
, A
 D
eutsch, 1982. 『イギリスの公共図書館』
原田勝・
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館
・
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テ
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99
「おわりに」に代えて：図書館・シティズンシップ・情報リテラシー
常盤繁訳、東京大学出版会、一九八三）
。
　
「
図
書
館
法
」は、あ
り
て
い
に
い
っ
て
し
ま
え
ば、パ
ブ
に
代
わ
っ
て
人
々
を
ひ
き
つ
け（
飲
酒
の
因
習
か
ら
隔
離
し
）、人
々
の
リ
テラシー・読書能力を向上させて
労働力の質の向上にもつなげようという動きであった。
それは新たな市民層への
「恩
典」として、シティズンシップの問題につながるものだといえる。　
シティズンシップとは、私たちが一つの社会の構成員として認められて、諸権利を正当に行使でき、また定められた
義務を果たさなければならない状態で成立するもので、おおむね三様の意味で使われるという。①国籍、②市民という地位にまつわる諸権利 ③人々の行為、アイデンティティに関するもの、である（宮島喬『ヨーロッパ市民の誕生―開かれたシティズンシップへ―』岩波書店、二〇〇四）
。
　
市民という地位にまつわる諸権利という観点からみれば、シティズンシップは、一八世紀に確立した私的所有権や契
約の自由などの
ブルジョア的権利とか、思想・表現の自由や選挙権などの一九世紀に整った政治的権利といった、近代
市民社会では普遍的だとみな れ いるものである。またその上に、二十世紀に入り、とくに福祉国家の議論のなかで急速に整備された教育や社会サービスなどの社会権が ティズンシップにつけ加えられてい　
「図書館法」は、新たな市民層のリテラ ーや望ましい生活態度を身につけさせる いう方向から、一九世紀中葉に
確立されたシティズンシップを充足す ものと位置づけられよう。
■■■
　
図書館の働きの見直し
　
近年、図書館の働きが見直されつつある。とりわけ政治家・政策担当者が図書館の有用性に注目し、コミュニティ構
築の拠点とし図書館を位置づけようとしている。　
二
〇
〇
三
年
に
発
行
さ
れ
た
英
国
政
府（
D
epartm
ent for C
ulture, M
edia and S
port ）の
Fram
ew
ork for the Future: 
Libraries, Learning and Inform
ation in N
ext D
ecade. （『
将
来
へ
む
け
て
の
基
本
的
考
え
方
』永
田
治
樹
ほ
か
訳、日
本
図
書
館協会、二〇〇五）には、現代における図書館の根幹となる活動領域 ① と非定型 習の促進、②ディジタ
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ル・スキルや、
電子政府などのサービスへのアクセス、
③社会的排除
（
social exclusion ）
を克服し、
地域のアイデンティ
ティを構築し、社会参加を進展させる方策、という三つがあげられている。　
①の読書や非定型学習の促進は、読書機会の確保と生涯学習を活性化するため、教育機関などと連携しつつ、図書館
の学習支援機能の強化を図ろうというものである。　
次いで②は、情報通信技術の進展により、情報資源が印刷資料からディジタル資料へ移行するのにともなって生じる
問題に焦点をあてる。　
英
国
で
は
二
〇
〇
二
年
ま
で
に
全
国
の
公
共
図
書
館
を
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
直
に
結
ん
だ「
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
P
eople
’s 
N
etw
ork ）
が構築され、
さまざまな情報サービスが展開されるようになった
（コミュニティ・オンライン、
カルチャー・
オ
ン
ラ
イ
ン、ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
）。そ
れ
を
受
け
て、こ
こ
で
強
調
さ
れ
た
の
は、失
業
者、職
場
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へのアクセスができない人々そして高齢者などに生じるディジタルデバイドを解消すること、また急速にオンライン化する行政（電子政府・電子自治体）サービスを人々が十分に活用できるようにすることであった。情報化の進展に対応できるよう、住民の「ディジタル・シティズンシップ」を保証することが、図書館の重要な任務 いうのである。　
さらに③は、社会的排除を克服し、地域のアイデンティティを構築し 社会参加を進展させる方策である。読むこと
に困難があ 者や 社会的に排除されている者にとっては、 書館はあまり縁のない場所だったかもしれない。そうした非利用者も招き入れ 生活上必要な情報・知識や人生 意味 見出したりする を手助けするならば、人々は図書館に引き寄せられるという。　
図書館が地域と結びつかなくてはならないという主張は従来からもあった。しかし、ここでは図書館がコミュニティ
構築の拠点と積極的に位置づけられ
る。成功事例としてあげられた、ロンドン・タワーハムレッツ区の「アイデアスト
ア
」（
人
々
が
訪
れ
て
み
よ
う
と
い
う
雰
囲
気
づ
く
り
を
し、親
し
み
や
す
い
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
示
や、住
民
の
要
望
の
多
い
成
人
教
育などが展開されている）のように、図書館は地域や時代状況に応じたサービスによりこれまで利用 かった住民を巻き込み、またさまざまな地域活動に打って出ることによって、 の来館を促すのである。　
シティズンシップを成立させるためには行使できる権利とともに、コミュニティ構成員として果たすべき義務も確保
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されねばならない。強制的なもの（納税など）はともかくとして、次にみるように人と人とがつながるコミュニティ構築は極めて難しくなっているなか、図書館を活用した社会参加を促す方策である。
■■■
　
現代のコミュニティとシティズンシップ
　
産業社会の到来とともに都市型のコミュニティが成立し、その枠組みは二十世紀に入っても継承されてきた。しかし
数
十
年
前
か
ら
そ
れ
は
大
き
く
変
容
し
て
い
る。歴
史
家
エ
リ
ッ
ク
・
ホ
ブ
ズ
ボ
ー
ム（
Eric H
obsbaw
m
）が
A
ge of Extrem
es; 
T
he S
hort T
w
entieth C
entury, 1914-1991, M
. Joseph, 1994. （『二十世紀の歴史
： 極端な時代
　
上下巻』
河合秀和訳、
三省堂、一九九六）で、次のようにその状況を取りまとめている。　
新しい事態は、第二次大戦後完全雇用を達成し、人々の暮らしがよくなり、労働者階級も完全な市民諸権利を獲得し、
女性が
労働市場に参入するなど、いったんさまざまな社会的包摂が進展したあと始まった。欧米では一九六〇年代～七
十年代にかけて広がった「文化革命」である。　
法律による性的条項（離婚や堕胎、あるいは同性愛などに対する）の緩和や若者文化における革命（下層階級の音楽、
衣服、言語などの受容）により、男女関係と世代関係の構造に大きな変化が現れた 人々の私的生活が「解放」され、これまで許されなかった、あるいは逸脱と考えられていた行動を生み出し、従来受け容れられてい 価値体系は、それによって急速に解体し、われわれの世界は人々の意見が絶えず衝突する時代に移行し始めた。　
二十世紀の後半に起きたこの変化まではコミュニティにおける伝統的な価値観は保持されていたが
「文化革命」
は「か
つ
て
人
間
を
社
会
組
織
に
組
み
込
ん
で
い
た
糸
目
を
切
断
し
た
」。こ
れ
ま
で
の
慣
習
は
合
理
的
な
根
拠
が
失
わ
れ、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
し
ばしば不安定な状態に陥ること なった。　
この「文化革命」のあと、経済危機が襲 、その立て直しに一九八〇年代以降、新自由主義が採用されること なり、
自己責任を負えない
「逸脱する他者」
を排除するという社会が現出した。
「マイノリティの人々、
異質さが見た目にもはっ
きり分かる人々、絶対的で議論の余地の い明確な価値観を持たない人々」は、労働市場や社会的関係 どからの排除
102
に直面した
（
Jack Y
oung, T
he Exclusive S
ociety
, S
age, 1999. 青木秀雄ほか訳
『排除型社会』
洛北出版、
二〇〇七）
。
　
社会的排除は、西欧においていち早く認識されたものである（日本においても同じように、障がい者、ホームレス、
被差別部落やアイヌの人々、
外国人居住者、
あるいは非正規雇用者やいじめなどの問題がある）
。
今日のシティズンシッ
プの議論は、この社会的な排除と包摂の問題に関わっている。難民・移民の問題が先鋭化した欧州において、まずは移民に関する事案として急速に広がり、さらにはヨーロッパ統合という動きのなかで、固有の言語を有する地域社会のアイ
デ
ン
テ
ィ（
冒
頭
に
引
い
た
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
定
義
で
い
え
ば、
「
③
人
々
の
行
為、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
も
の
」）、し
たがって、そ ための教育権も絡んで、多層な問題となっている。　
実際、社会的包摂の対象は、政治的権利といったレベル
のものから（日本では外国人居住者に対しては基本的に認め
ていない）
、
いわゆる社会権として認められる教育・社会サービスの領域まで広がる。
とくに後者については、
国によっ
てさまざまなレベルがあり（米国では普遍的な医療保険がなお政治的アジェンダ なっている。また わが国の年金制度では非正規労働者は排除に近い状況にある）
、多くの課題が並ぶ。
　
図書館の活動はこれらの課題のうち、
とくに政治的権利
（表現の自由＝市民にとって必要な情報にアクセスする権利）
と社会権（教育を受ける権利）の部分に関係する。どの程度のシティズンシップの問題を考慮して、ど 程度の厚みの図書館サービスにするかは、さまざまである。
■■■
　
情報リテラシー
　
図書館の第一の任務は人々のリテラシー獲得や読書・情報入手に関するものであり、シティズンシップとして確保さ
れるベースラインである。ただし、情報化の進展のなか 昨今では、この基本的な能力は情報リ
テラシーに拡張されて
いる。　
情報リテラシーに関する図書館支援は、具体的には資料の説明や 探索などの手法を提示するものが一般的である。
しかし情報リテラシーを「情報への関心やニーズを認識すること、ま 抱えている問題を解決するため必要 情報を同
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定
し、探
索
し、評
価
し、組
織
化
し、効
果
的
に
創
造
し、利
用
し、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
能
力
で
あ
る
」（
プ
ラ
ハ
宣
言
http://
w
w
w
.unesco.org/new
/fileadm
in/M
U
LT
IM
ED
IA
/H
Q
/C
I/C
I/pdf/P
ragueD
eclaration.pdf ）と
定
義
す
れ
ば、ど
の
よ
う
な
情報が問題解決に不可欠であるかが把握できなくてはならない。そのためには情報だけではなく、問題状況の認識を進める支援も必要になる。そのようにみていくと、図書館サービスは、これまでやってきた方式ではうまくいかなくなっていることに気づく。　
たとえば、米国ニューヨーク市ブルックリンのビジネス図書館でのビジネス支援サービスでは、国内外のディレクト
リ（商工名鑑）などが、サービス、製品、金融などといった分野別に並べられ また数多くのビジネス情報データベース
が
用
意
さ
れ
て
い
る（
こ
れ
ら
の
利
用
に
つ
い
て
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は、従
来
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
支
援
の
範
囲
で
あ
る
）。そ
の上に、
これらを使って会社経営に関わる相談、
職探し、
あるいは投資相談などが行われる。
とりわけ、
企業の専門家・
元執行役員などが無料でさまざまな相談 乗ってくれ サービスの評判がよい。そうしたイベントが毎週数回は開催されていて、利用者たちはそのやりとりのなかで、自分や専門家の知識・経験に照らし、問題解決に不可欠な を発見し、それを実際 活用し 。情報リテラシー支援は、情報 関するインストラクションだけでは済 ない。　
また、同じブルックリン公共図書館の中央館では、インフォメーションコモンズ（パソコンと情報ネットワ クが完
備し、比較的ゆったりした座席で学習や仕事のできるエリア。静かなスペースもあれば、グル プで議論できるスペース
も
あ
る
）に
変
更
す
る
た
め
の
工
事
を
行
っ
て
い
た（
筆
者
訪
問
時。
http://w
w
w
.brooklynpubliclibrary.org/locations/
central/infocom
m
ons ）。二
〇
一
三
年
に
は
完
成
す
る。そ
の
狙
い
は、人
々
の
利
用
ス
タ
イ
ル
の
変
化
へ
の
対
応
と
い
う
意
味
も
あ
るが、パソコンや情報ネットワークを通じて情報を取得しつつ、人々が語り合って仕事ができるスペースを用意しようというものだという。　
情報を獲得し、それを活用するについては、いわば理解の相互作用が必要である。人々が文献から情報を得るときは、
通常個人と文献との「 ミュニケーション」だけだ 、他の人 の議論がそこに介在した場合、より多くのものを獲得で
き
る（
人
々
は
話
し
合
っ
て
ば
ら
ば
ら
の
情
報
を
ま
と
め、問
題
状
況
に
適
合
さ
せ
る
）。そ
う
し
た
相
互
作
用
を
可
能
に
す
る
サ
ー
ビ
ス展開が必要だ いう主張がここに読みと る。
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図書館サービスには、必要なコレクションを提供し情報探索法などを伝えるだけでなく、問題についての相談、人々
同士のやりとりの場の提供が、新しい役割として要請され始めているように思われる。
